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新
籐
剰
債
値
説
及
祀
會
階
級
協
和
論

流

離

分
脈
饗

盆
琵

の
原
則

一
個

人
と
團
腱

と

の
關
係

万

謎

農

造
哲
學
審

羅

思
想

…

マ
ル
ク
ス
的
陛
…級
概
念

物
偵

調
節
封
米
偵

調
節

問
題

・

資
本
論
中
城
伽
の
各
種
版

本
昧
搬
異
同

窃

・

今
後

の
植
民
政

策

の
基

準

農
業
磨
働
自
治

組
合
制

瞥
業
税
政
正

論

・

・

物
慣
問
題

の
統

計
的
研
究

・

・

法
學
博
士

渋
墨
博
士

法
學
博
士

、文
學
博
士

文
學
構
土

渋
學
博
士

渋
墨
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

渋
墨
博
士

海

星

士

田

島

錦

治

耐

戸

正

雄

財

部

静

治

米

田
庄

太
郎

高

田

保

馬

戸

田

海

市

河

上

肇

山
本

美
越
乃

河

田

嗣

郎

小
川
郷

太
郎

汐

見

三

郎

巨



.

個

人

ε

團

燈

ε

の

關

係

財

部

静

'
治

F

凡
そ
交

明

の
獲

達
は
、
個
人

ε
團
艘

ε
の
交
互
影

響
を
本

ご
す

、
從
ひ

て
個
人

ε
群
衆

、
個
人

・し
團
騰
否

一
般

に
耽
會

・し
の
、
關
係
を
究
む

る
は

、政
治

の
根
本

問
題

に
進

む

の
門

を
、
開
く

の
鍵

な
り

ε
観

じ

つ
＼
、
そ
の
交
互

.

影
響
消
長

の
、
一
心
史
論

を
以

て
、

そ
の
述

作

の
劈
頭
を
飾

れ
る
も

の
は
、
實

に
ψ
冨
マ
匂n
o
巨

o
の

一
著
書

℃
o
崇
罪
な

り

(大
正
+
一
年
中
】
空

九
年
版
・;

レ
ル
蠣
山
政
遵

践

治
畢
出
ご

吾
人
も

亦
此
問
題

に
言
及

せ

る
機
會

は
、
尠

き
に
井
す

、

(特
二
纒
濟
眼
…
二
七
頁
以
下
滲
雌

而
も

亦
混

い
て
考

ふ
る

に
、
問
題

の
奥
秘

に
通
す

る

の
大
門

に
ば
、
到
達
す

る
こ

ご

さ

へ
容
易

に
非
す

、
特

に
之

に
關

鞣

し
て
興
味

あ

る
二

問
題
は
、
起

さ
れ
得

べ
し
、
輓
近
世

界

の
構
造

は
、
個
人

を
群
衆

の
列
伍

に
埋
没

せ
し
め
、

か
く

て
思
想

、
性
格

、
及
言
行

の
、奇
抜

及
殊
異
を
初
審

し
、
一
切

の
人

々
を
し

て
全
く

]
様

な
ら

し
め
、
そ
の
結

果
歴
皮

を
し
て
、
非

凡
人

の
歴
史

た
ら
す

し
て
、

凡
人

の
歴
史

た

ら

し
.
む

る

の
、
傾
向

あ

る
か

ε
す

る
は
そ

の

一
な
り

、
次

に
之

ε
密
接

の
關
係

あ

る
問
題

ε
し
て
、
諸

国
民

否

一
般

に
人
類

個
人
ミ
團
艘
ミ
の
關
係

第
十
⊥ハ奮

(第

一號

三
九
)

三
九

、

9



個
人
ぐ」四
禮
ミ
の
關
係

第
十
六
巻

(第

一
暁

四
〇
∀

四
〇

の
歴
史

に

つ
き
、
科
學
的

解
繹
を
下

し
、

か
く

て
そ

の
間

に
行

は
る

、
、
普
通

法
則

の
作
用

を
、
啓

明
し
得

べ
き

か

ざ
す

る
は

そ
の
二
な
ゲ

、
.即

ち

そ
の
歴

史
は
寧

ろ

、
千
差

萬
別

な
る
人
々
の
物
語
覗
す

べ
く
、

か
く

て
そ
の
各

人

は
何
れ

か
の
黙

に
於
て
、
他

人

ε
異
り
、

そ
の
闘

何
等

の
璽
化

法
則

ビ
獲
見

せ
し
む

る
な
く
、
衆

人

の
中

に
は

世
間

並
み

の

一
型
観
す

べ
き
も

の
ε
、
大

に
相
違

せ

る
の
み
な
ら

す
、
肚
曾

の
鐙

型
に
は

ま
射
す

、寧

ろ
自
己

の
出

色
を
、
公
衆

の
上

に
印
せ
し
む

べ
き
個
人
は
、
何
時

も
攣

ら
ず

宿

さ
る
`
、
観

じ
得

べ
き
に
非

る

か
問

題

球
b
、

右

の
二
問
題

に

つ
き

同
ぎ

日
p
ω
国
恥
岳

乙

Ω

簿

ド
Φ
。。一δ

が
、
論
集
野
し・碧
頃
葺

団
〇
一一ユ
〔巴

署
亀
目
o
芭

男
運

o。・o
喜

ざ

δ

中

に
論
憧

る
所
、
頗

る
興

味
あ
り
、
以

下
主

ε
し
て

そ
の
所

説
中

、
第

一
問

題

に
つ
き
説
け

る
所

を
骨

子

ε
し
、
本

編

を
草

し
て
他

日

の
修

補

に
備
ふ
る

こ
ε

・し
せ
b
。

一

も

も

た

ら

ロ

へ

も

カ

や

も

へ

し

本
問
題
は

一
見
困
難
な
る

一
論
旨
を
、
含
め
り
ご
は
想
は
れ
す
、
少
く
ε
も
現
代
の
経
済
學
は
、
多
敷
の
人
々

ビ
勢
い
・
櫓
脚
⑳
謝
曜
㈹
P
脚
励
ゲ
誹
擢
謬
び
で

謝
か
抄
い
お
い
い
潮
炉
P
帥
酔
P
、知
堂
か
謙
独
断
卿
認
醐
か

し

ロ

し

　

も

し

　

じ

し

　

つ

　

う

カ

も

を
、
獲
撰
す
る
の
鹸
地
を
、
授
く
ご
す

べ
け
れ
ば
な
り
、
試
み
に
想

へ
民
衆
の
大
部
分
、
詳
言
す
れ
ば
地
主
以
外

⑳
翻
饗
柚
佳
脚
は
、
封
建
時
代
に
如
何
な
る
状
況
に
あ
り
し
か
を
、

一
農
民
は
そ
の
生
れ
故
郷
た
る
村
よ
b
、
遁

げ
去
ら

ん
ざ
す

る
も
、
兄
分
門
を
潜
る
に
非
す

ん
ば
、
そ
の
望
を
果
し
得
ざ
り
き
、
國
法
に
よ
り
、
自
身
の
貧
困



タ
げ
ヂ

及
無
知

に
よ
り
、
旅
路

の
危

険
及

困
難

に
よ
b
、
又

農
業

以
外

の
職
業

稀
少

に
よ
り
、
農
民
は

そ
の
郷

里

の
、
俘

こ
な

さ
れ
た
り
、
そ

の
膿

力

は
領
主
の
所
有

た
b

、
僧
侶

は

そ
の
精
神
的
諸

方
を
預

か
れ
り

、
そ
の
想

像
力

に
波

打
π
し
む

る
こ
ご
あ
b

ざ
す

る
も
、

そ
は
漱
.會

に
於

け

る
電
着
及
天
使

の
、
官

僚

に
よ
る

に
非
す

ん
ば
、
自
己

の

身

分
以

上

に
、
怠
者

及
天
使

ご
同
じ
高

さ
に
位

せ
し

.

一
階

級

に
間
す

る
貴

族
、
騎

⊥
⊥
及
貴

女
を
、
奔
顔
す

る

こ

ご
に
よ
り
て
黙
り
、
そ

の
以
外

に
は
精

々
お
祭
b
酒

の
深

飲
み

に
よ
り
、
認

か
に
然

り

ε
す

べ
き
も

の
め
b

き
、

さ
れ
ご
燈
雰

碍

臨

興
関

綜

鄭

ひ
歩

繋

慈

・
劣

坐
惣

蜀
按

じ
℃
、
綜
か
蓼

が
ザ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

,

、

、
.

、

、

ヤ

、

、

、

、

、

し
ゃ
、
負
荷

用

一
牛

馬

の
生
活

ε
、
殆

ん
ご
異
ら
す

ε
す

べ
き
も

の
あ
り
き
、
素

よ
り
農
民

が

一
僧
院

の
近

く

に

住

み
、
拉
丁
語
を
學

ぶ
た

め
、
非
凡
な

る
才

能
を
有

し
た
り

ε
せ
ん
か
、
精

神
的

一
團
膿

へ
の
加
入
を

許
さ
れ

し

も
、

そ

の
團
盤
は

そ
の
人

の
些

々
陀

る
行
動

、
及

そ

の
心
底
迄
も

規
律

し
、
今
日
個
性

ε
呼
ば

る

、
が
如

き
も

の

を
、
尠

し
に
て
も
套
揮
す

る
こ
ご
は
、
叛
逆
叉

は
外

泄

ご
想
は
れ

だ
り
、
又
農
民
が

一
都

市

の
、
近
く

に
住

め
b

.

ε
せ

ん
か
、

一
年
間

雲
隅
…れ
せ

る
後
は

、
そ

の
領
主

が

一
逃

亡
農

奴

ε
し
で
の
彼
を

、
取

戻
す

た
め
に
起
せ

る
訴

を
、
無

視

し
得

π
b

、
さ
れ
こ

か

＼
る
農
民

が
、
.都
市

の
境
壁

内

に
於

て
、
歓
迎

ざ
れ
ん

こ
ε
は
、
決

し
て
保

護

さ
れ
ざ
カ

き
、
加
之
諸
都

市
に

は
幾
多
特
椹
仲
間
組

合
の
h
諸
規

定
あ
り

し
ょ
び
、

そ

の
生
活
は
樹
新
奇
扱

の
、

保
姆

花

る
.の
域
を
去

る

こ
ε
遠

か
り
き

、
中
古
尠

く

ご
も

そ
の
後

世

に
於
け

る
、
諸
都
市

の
工
業

は
、
讐

へ
て
吉

は

ゴ
、
間

断
な

き
籠

城
歌

態
に

あ
b
、

そ
の
住
民

は

一
種

の
辱
備

軍
を
編
成

し
、
.嚴
重

な
る
訓
練

に
よ

り
、
取
締

個
人
ピ
圏
艦
ξ
の
關
係

第
十
六
巻

(第
}
號

四

】
)

四
↓



■

個
人
ピ
図
画胆
建
の
關
係

第
十
六
巻

(第
一
號

四
二
)

四
二

ら
れ
た
り
。
素

よ
り

一
面

よ
b
観
す

る
ε
き
は

、
第

十

四
世
紀
以
後

の
交
物

復
興

に
至
り

て
、
個
性

の
暢

達
殷
盛

を
窮

め
、
人

は
首
丈

明
渡

落
後
、̀
藪

に
再

び
自

己
を

畳
り
勧
む

る
に
至

り
、
個
性

曾
重
は

宗
教

.
文
藝

、
學
術
、
及

國
家
生
活

そ
の
他

の
諸
方

面

に
、
否
心
底

の
奥

秘
内

に
も
、
そ

の
地
歩
を
占

む

る
に
至
り

、
大̀

西
洋

の
謝
岸

起
於

け
る
、
新
大

陸

の
獲

見

二
四
九
二
年
)
及

印
度
航
路

の
換
見

こ
四
九
三
年
)
並

に
之

に
伸

ふ
地

理
的
眼

界

の
澗
大

ご
、

殆

ん
こ

そ
の
時

を
同
じ
う

し
て
、
人

の
精

神
上

に
於
け

る
新
世
界
獲

見
も
起

れ
り

ε
、
議

し
得

べ
き
も

の
あ

り
、詳

言
す
れ
緯

雰

欝

が

忙

寧
各

κ
鰍
懇

嘆

入
の
諸
活
動
巾
そ
の
大
纛

の
も
の
に
於
て
、
直
隻

意
識
的

な
る
、
目
標

ε
せ
ら

れ
π
り
、

こ
の
個
人
主

義
的
精
神
は
、
中

古
時

代
を
通

じ
、
徐

う
に

増

大

せ

し
、

り

う

も

で

も

ヤ

リ

や

も

や

も

も

も

り

威
嚴
主
義

で
身

∩一三
。
乱

雲
些
・
「団ぐ

に
謝
す

る
、
自

然
の
反
動
た
り

き
、
即

ち
交
物

復
興

こ
な
り

、
學
問
復

活
す

る
ε
共

に
、

人
心

は
新

自
由
を

、
會
得

し
始
む

る
に
至
り

、
か
く
て
威

力

に
よ

る
諸

束
縛

ご
、
迷
信

の
編
絆

だ
を

放
擲

し
妬
む

る
に
至

れ
b

。
而

も
亦
之
を
肚
會
萬
民

の
、
通
患

よ
り
察

す

る

ε
き
は

、
そ
は
山

間

の
漢
流
末

だ
大

河

に
流

れ
込
む

に
、
至
ら

ざ
る

の
趣

あ
り
、
俗
衆

は
楢

山
[静

か
な
る
が
如

く
、

そ
の
駕

態
を
続
け
た
b

、
即

ち
諸
都

市
は

割
合

に
個
人
自
由
を

、
扶

翼
し
た
り

ε
す

る
も

、
中

古
人

口
の
大
多
敏

は
、
田
舎

に
住

み
た

b

.
而
し

て
田

リ

マ

園
生
活
は
今
口
に
至

る
迄
も
、
諸
都
市

に
獲
著
せ
る
、
諸
改
良

に
よ
り
乱
入
さ
れ
ざ
る
限
り
、
依
然

ε
し
て
風
習

べ
弾
射
伶
解
隷
売
る
を
見

る
。
試
み
に
之
を
本
邦
農
村
の
琉
歌
に
つ
き
て
問

へ
、
吾
人
は
本
邦
農
村
振
興
の
第

一

義
が
稻
種
、
鍛
種
、
叉
薬
種

の
改
良
に
あ
ら
す
、
將
た
土
地
法
制
税
制
の
改
正
に
も
非
す
、
そ
の
眼
目
は
農
民
の
赤
穂

1

cf.BurchandPatters(m,AmericanSocialProblems.'20p.2.
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,

改

頁

に
あ

り
ε
は
、
多
年

信

じ
来

れ
る
所

な

り
(近
年
の
立
言
に
っ
含
て
は
、
経
済
眼
一
七

一頁
参
照
)
ざ
錐

も
、
此
信

念

に
悖

る

の
事
例

は
、
今
省

繰
返

さ
れ

つ

、
あ
り
、
最
近

に
め
り

て
も
鐡
種

業

法
改
正

の
議
…あ
り
、…從
來

の
如

き
猛

種
検
査

を

摩

し
、
盤
種
製
造
業
者

の
自
由

競
争

に
.
委

漁
る
の
方

針
を
探
ら

ん
ε
す

な

に
謝

し
、
之

を
歓
迎
す

る
の
態
度

に
出

　

　

で
ざ
る
は
、
恰
も
農
舎

な
b
、自
由

法
制

の
世

、
克

く

そ
の
自
由

に
廃
す

る
の
用
意

農
民

の
間

に
整

へ
り
ご
せ
ん

か
、
そ

の
利
害
代
表

機
關

た
る
農
會

を
し

て
、
不
治

放
任

一己
の器
N-電

話

を

叱
呼
せ

し
む

る
こ
ε
、
第

十
八
世
紀

の
英
佛

商

工
業
者

の
如

く
、
な
ら

ん
ご
考

へ
ら
る

、
に
拘

は
ら
傘

、
藪

に
出

で
ざ

る
は
.
農
民

が
猶
蓄

態

起
泥
む

の
、

一
謹
左

に
非
す
や

、
吾

人
は
本

邦
各
地
農

村
農

民

の
實
情

に
通

皆
す

、
從
ひ
て
右

の
問
題

に

っ
き
、
何
れ
が

是

、
.何

れ

が
非
な

る
や
を

、
速
断
す

る
を
憚

る
も
の

な
り

`
難
も

、
爲
政

の
任

に
あ

る
諸
賢

は
、
法
令

の
政
屡

、ザ

訓
令
齪

壷

の
み

に
よ
り
、
大
勢
動

か
す

べ
か
ら
ざ

る

を
鑑

み
、

キ

ッ
ド

の
編

上
げ
を
草
鞋

に
代

へ
て
行
脚

し
、
地

力

あ方
の
眞
相
を
洞
察
看
破
し
つ
、
、
百
年
の
大
計
を
立
策
さ
れ
ん
こ
ε
を
、
國
の
た
め
に
希
は
す

ん
ば
非
す
。
之
を

同
様
島
國
た
る
、
英
本
圃
に
つ
き
て
察
す

る
に
、
人
口
稠
密
な
る
諸
都
市
は
、
各
地

に
黙
在
し
、
鐵
路
之
を
縦
横

ヒ
ナ

に
貫
く
が
た

め
に
、
鄙

の
諸
慣
習

は
そ

の
純
真
を
喪

へ
る
よ
り
、
久

し
き
を
経

た
b

ε
雄
も

,
欧
州
大

陸

に
あ
り

て
は
、
幾
夢

の
己
方

に
於

け

る
農

民
が
、
.今
猶
紋

切

型

に
そ

の
祀

先

の
遺
風
を

守
り
、
個
人
間

の
身
的
殊
異

さ

へ

も
、
延

び
た

る
所
を
見
す

.
統
計
學
者
は
人
間

が
金

石

ε
異
り
、
人
毎

に
相
違

し
、
.
一
を
以

て
他
を
推

し
得

ざ

る

が
故

に
、
統
計

に
取
扱

ぷ
に
適
す

ε
説
く
も

、
諸
地

方
農

民
は
極
言

せ
ん

か
、
右

の
如
く
個
性
的

π
る
は
、
計
撒
的

個
人
ε
㎜隅
譜
…ε
の
關
…係

餓
溜十
よハ
血¢

〔笛
川
一
院

四
[一二
)

四
=
二

大 正十一年†一 月十二 日讃費新聞記事 参照



レ

個
人
ミ
團
艦
こ
の
關
係

第
+
六
巻

(第

一號

四
四
)

四
四

意
義

に
於

て
撚
り

ε
す

べ
き

の
み
な
り
、

…
人
は

そ

の
同
郷
人
文

は
同
階

級
民
塗
部

の
西
普

通
見
本

に

外

な

ら

リ

カ

ら

ヤ

も

も

し

も

す

、
農

民
が
斯
く

の
如
く
遷
ら
す
攣
ら

ざ

る
は

、
革

命
避

け

の
大
守
護

ぜ」
し

て
、
宅

.
鵠
.
空
①
匡

に
よ

り
讃

頌

せ

*

ら

れ
た

り
、
今

そ
の
著
書

中
猫

逸
自
作
農

に
つ
き
、
.説

け

る

　
節
を
引

か

ん
か

市

民

に
あ
り

て
は
、
身
騰

並

に
精
醜
及

風
儀

の

.
元

の
塞
な

る
面
影
失

は
れ
て
、
個
人
個
別

の

一
型
に
完

成

さ
れ
、
さ
程

な
ら
す

ε
も
各
家
～族
の

}
型

に
完

成

さ
る
、
然

る
に
農

民

の
身
的

特
徴

が
、
交
互

に
分
た
る

、

は

、
人
毎

に
然
ら
す

し

て
辞
別

に
然

b
、
即

ち
階

級
及

村
別

に
熬
り
、

一
農
村

に
あ
り

て
は
、
長
脚
長

身

の

髄

胚
を
見

る
も
、
他

の

一
農
村

に
あ
り

て
は
、廣

肩
短

身
の
慌

躯
を
示

し
、
む
の
何
れ
も
幾

百
星
霜

を
通

じ
、

種

の
純
潔

を
保

ち

つ
、
、
蕃
殖
せ

る

こ
ξ
を
想

は
し
む

、
假
令

ば
支

分
国

国
①
・。絶
目

の
諸
地

方

に
あ
り
て
は

今
日
㈲
高

く
し
ザ、
、
上
向

き

に
幾

分
か
廣

(
出

張
り

た
る
額

直
立
せ

る
長
鼻

、
弓

形

に
強
く

曲

れ

る

眉

r
毛
、
及

大
眼

瞼
を
件

ひ
し
細
眼
を
有
す

る
、
面

長

の
容
貌

の
み

に
出
逢

ふ

べ
し
、
そ
は
恰
も
浮
世
檜
師

」国

ざ

σ
瀬

昂
9

(
…
八
…
○
一
七
二
年
)
及

そ

の
幾

多

門
人

に
よ
り
、
是
等
需

家
が
好

み

て
描

き
し
,
村

史
中

に
立

姿

虚
し
て
、
寫

し
出

悟
る

、
も

の
ε
異

ら
す

、
是
等

百
性
顔
を

、

舜
「び
呉
σq

の

エ
リ
ず

べ
i
・グ
ン
徴
會

に
あ

る
、
第
十

三
世
紀
中

作

の
彫
刻

ぜ
比
較

せ
ん
か

、
殆

ん
ご
山
ハ
百
年
を
通

し
、
古

ヘ
ツ
セ
ソ
の
同

一
顔
型
は
、
.

.
不
愛

に
維

持

せ
ら

る

、
を
獲
見

せ

ん
、

そ
の
間

相
違

め
り

ξ
し
て
も

、
を
は
右
彫
像

に
於
け

る
諸

候
、
、貴
人

及
貴

婦
人

の
頭
が

、
.刻

み

つ
け
ら

れ

つ
、
そ

の
相
貌

に
よ
り
、
.純
型
種
族

の
面
影
を
示
す

に
反

し
、
今
日
省

試・Gr.Riehl,DiebiirgerlichじGe』e115cl】a「L6・AS.53f9・;Diesel1〕 ¢,(DieNatu1'9

escl.ichtedesVolhesalsGrundlageeineideutschenSo-rial-Polidk,II.Band

10.A.S.43(g.



「

そ
の
地

方
風
中
、
農
民

の
み

に
同
じ
面

影
を
、

獲
見
す

べ
き
こ
ε
に
過

ぎ
す
、
概

し

て
中

古

の
容
姿

を
、
良

質

に
愚

な

る
が
如
く
、
描

き
出

さ
ん
ご
す

る
者

は
、
.そ
の

モ
デ
ル
を
農
民

に
求

む

る
の
要
あ
b
、
音
燭
逸

の

カ
タ

彫
刻
家

が
、
・型

に
は
ま

り
て
思
惟

し
作

像
す

る

こ
を
、
今

日

に
於
け

る
よ
り
遙

か
に
尠

き
を

、
例

ε
せ
し

一

時

代

に
庭

せ
る
に
拘
は
ら

中
、
何
故

に
通

常
そ

の
顔

形
を

.
典
型

的

に

一
様
な

る
が
如

く
、
作
b
出

せ

る
か

も

、
右

の
事
賢

に
よ
り
、
當
然

の
事
柄

ご
し

て
、
氷

繹
さ

る

べ
き
所

な
ザ
、
人

の
姿

は
そ
の
當
時
迄
、
個
別

的
顔
形

を
生
む

こ
ご
多

か
ら
ざ
り

き
、
而

し
て
同

じ
事
柄

が
今
日
街
、

ま
じ
b
け
な

き
農
民
間

に
、
窺
は

る

、
の
事

實
は
、
更

に
他

の

一
事
實

を
着

想
せ
し

む
、
即

ち
人
は
所

謂
激
化

さ
れ
π

る
肚
會

に
あ
り
て
は
、
個

別

の
入

ε
し
て
生
存

し
行

動
す

る
こ
ご
.
寧

ろ

多
き

も
、
農
民
は
群

ε
し
て
、

叉
階
級

全
艦

と
し

て
生
、存

し

や

も

り

も

　

も

マ

ヤ

行

動
す
、

鵠
p
房

は

内
5
N

ご
同
様

な

る
型

を

執
り
、
同
様

に
生
存

し
思
惟
す

、
撒
千
人

の
葦
あ

る
も
、

も

も

も

う

た

も

ヘ

へ

る

も

ね

ぬ

へ

あ

や

も

た

へ

へ

も

も

ヤ

も

も

ヤ

マ

も

ヘ

ヨ

　

セ

ヘ

ヵ

へ

も

ヘ

セ

自
他
共

に
同
様
な
る
梨
を
執
り
、
同
様

に
生
存
し
思
惟
す

る

は
、

そ

の
人
々
の
世
間
史
的
行
動
の
、
全
部

ぬ

も

も

ヨ

リ

ゐ

リ

カ

う

め

ヘ

ヘ

ヘ

へ

や

も

も

も

あ

　

あ

ヵ

へ

も

も

キ

エ

へ

ゐ

を

ヤ

で

な

も

リ

カ

も

も

に
外
な
ら
す
、
而

し
て
そ
は
歌
治

的
肚

會
的
全

生
活

の
秤

に
か
け

て
、
大

に
重

き
を
な

す
.べ
き
厨

な
り
。
激

　

ミ

め

り

ゐ

モ

ヘ

ヘ

セ

あ

マ

も

も

も

ヘ

へ

る

リ

モ

う

も

や

あ

ヵ

つ

ミ

ロ

マ

ロ

セ

ヘ

メ

シ

ル

シ

も

あ

や

セ

へ

化

さ
れ

π
る
肚
界

に
あ
り

て
は
、
各
人
は
各

別

の
振

り
を
有

し
、

そ
の
振

り
は

そ
の
人

の
目
標

だ
る

べ
し
、

　

カ

ら

　

め

ヘ

ヘ

ヘ

モ

ヤ

ヤ

ヨ

ヤ

や

ぼ

へ

も

ヘ

ヘ

セ

も

つ

や

農

民
間

に
あ
b

て
は
、
種

族
、
村

、
川

ご
し
て
音

別

の
振

り
を
有
す

、
'詳
言
す

れ
ば

か

、
る
も

の
ε
し
て
、

ナ

リモ
リ

マ

も

へ

も

も

ヤ

へ

も

し

ち

ヘ

ビ

へ

　

も

モ

ヘ

マ

へ

各
別
の
誰
、
慣
用
語
、
俚
諺
及
俚
謡
を
有
す
、
而
し
て
そ
の
振
り
は
そ
の
大
郷
民
の
目
標
な
り
、
農
民
の
か

マ

へ

し

も

も

ヘ

モ

も

で

ヤ

へ

る

も

へ

し

あ

、
る
農
村
的

振
り
は
、
叉

一
片

の
歴
史

た
b

、
農
民

は
そ

の
歴
史
を

固
守
す

る
こ
ご
、
可
な
b
執
拗
な

り
、

個
人
寛
團
膿
ε
の
關
係

第
+
六
巻

(第
「
號

四
五
)

四
五



個
人
ξ
團
艘

ミ
の
關
孫

弟
十
六
巻

(第

「
號

四
六
)

四
六

デ
ス
パ

ン
シ
ヤ

フ
ト

洪
牙
利
の
諸
地
方
假
令
は
伯

歯

領

ス
Φ
昇
声
。
「
に
あ
b

て
昧
、
第
十
二
世
紀
及
第
十
三
世
紀
に
於
け
る
猫

フ
シ

逸

殖
民

の
、
子
孫

花
る
農

民
は

、
古
錯
遜
風

の
歌

謡
を

、
古

き
飾

の
儘

に
歌

ひ

つ
＼
、
旅
商
人

.為
し
て
遠

国
を

遍
歴
す

、

か
の
漱
養

あ
る
來
佳
獅

人
が
、
.短

目
月

の
問

に
本
圃
諮
を
忘

れ
、
洪
牙
利
語
を
語

る
ご

大
に
そ
の

趣

を
異

に
す

.
r米

国
に
於

て
も
亦

来
往

農
民

は

、
そ

の
郷

里
把
る
州

の
、
.設

て
ふ
肚
曾
史

的
射

座
を
、、
.長
年

月

に
亘
り
保
持
す

る
の
例

み

る
に
反
し

、
市
艮

ε
な
れ
る
盾
多
く
は
、
間
も

な
く
そ

の
母
語
を
忘

れ
、
.又
は

間

違

ふ
の
、
悲

し
む

べ
き
若
輩
を
博

せ
ん
ε
努

む

ε
、
右

は
猫
逸

の
農
民

か
、
封
建
的
束
縛

よ
り
繹
放

さ
れ

、
西
欧

諸
都

市

の
酵

母
及
進

歩

に
、
・近
付

き
ε
な

れ
る

し

も

も

　
　

あ

ヒ

ヤ

ヨ

い

今
日

に
て
も

、
農
村
生
活

の
結

果

ε
し
て
、
見

る
所

な
り
、
實

に
農
村

特

に
自
作
農
村

か
、
保

守
的
勢

力

の

一
大

支
柱

こ

し
て
、
肚
會

に
重

き
を

な
す

べ
き
こ

ξ
は
、

識
者

ご
し
て
忘

る

べ
か
ら
ざ

る
所

π
り
、
而

も
亦
.じ
。、=
。
か

右

の
叙
説

に
短
評
を

加

へ
、
そ

は
多
く

の
英
人

に
ご
り
、
異

れ
る

一
道
徳
を
想
起

せ
し
む

る
も
の
あ
ら

ん
ε
、
な

せ

る
も
味
あ
り
、
農

民

が
固
隔

た
り
、
自
由

に
威

し

て
偶

性
を
暢

達
す

み
の
途
を
解

せ
す

、
改
善

に
就

か
す

否
寧

ろ
之
が
障
碍

認
る
に
.
至

る
の
弊
も
戒

し
む

べ
し
、
.本
邦

に
於
て
艮
権

自
由

諭
の
、
闘
將

た
り
し
幅
澤

先
生

が
、

明
治

二
十
年

の
此
迄

も
、
地

方
自
治

に
反
射

せ
ら

れ

た
り

ご
、
傳

へ
ら
る

、
が
和

ぎ
、
、惟

ふ
に
右
農

民

の

薔

弊

を
、
商

量

さ
れ
し
も
の
な

る

べ
く

、

一
見

そ

の
畢
生

の
主
張

に
、
予
盾
現
せ
ら

る

N
が
如

き
態
度
を
、
探
ら

れ
し

や
賢
な
豊

謂
ふ
べ
し
・比
熱
に
つ
喬

農
璽

覆

審

地
勢

姫
佛
が
、農
民
鐘

褥

早

る
こ
ε
は
、
注



志
す

る
の
値
め
り
、

一
論
者
は
説

い
て
日
一
、
英
蘭
及
蘇
格
闘
の
大
な
る
農
場
及
土
地
財
産
は
、
貴
族
制
的
政
治

の
獲
達
を
促

せ
る
に
反
し
、
米
国
の
個
別
的
小
保
有
地
は
、
若
し
そ
の
事
情
を
続
け
得
た
り
ξ
せ
ん
か
、
永
遠
に

か

わ

ぬ

も

カ

ロ

あ

も

ヘ

ゲ

も

も

り

じ

　

ち

　

ヘ

ヘ

ヤ

ロ

コ

セ

リ

も

う

も

も

へ

民
主
制
を
保
坐
す
る
を
得

ん
ご
、
農
村
問
題
を
議
す

る
に
當
り
、
諸
国
諸
地
方
の
殊
異
を
忘
れ
て
、
之
を
取
扱

ふ

で

で

セ

し

マ

へ

あ

や

モ

モ

も

ロ

ヤ

リ

も

を

あ

ヘ

へ

も

や

ヘ

ヘ

カ

り

た

も

ろ

も

で

へ

は
往

寿
陥

み
り
易

き
弊

な

る
も
、
そ
は
右

の
論
旨

に
照

し

て
も

、
識

し
む

べ
き
所
な

り
。

エ

へ

っ

う

も

ヘ

マ

マ

ろ

ヤ

コ

も

も

も

も

あ

エ

も

へ

あ

マ

ヘ

ヵ

　

　

つ

し

し

セ

ヘ

マ

へ

う

ヘ

ロ

も

凡
て
中
古

の
諸
時

代

に
あ
り

て
は
、
農

奴

に
謝
す

る
諸
制
限

は
、
他

の
幾

多
原
因

・し
競

合
し
て
、

・個
人
的
諸
力

ヘ

カ

た

ヤ

マ

ロ

キ

あ

も

へ

ち

ロ

の
清
新

及
暢
達

を
抑

堕
せ

り
、
〉
血
p
8

ψ
凱
些

は
吉
ロ
へ
b

「
奴
隷

は
獲

明
的
な

る
こ
ε
極

め
て
稀
な
り
、
　最
も
重

要
な
.る
改
頁

は
、
自
由
人

の
獲

見

た
り

き
」

ご
、

さ
れ
ざ
獲
明

は
個
性

の
、
二

相

に
外
な

ら
す

、
然

る

に
昔

時
人

の
大
多
数
は

、

一
種

の
奴
隷

た
り

き
。

へ

も

へ

ぬ

へ

も

カ

ネ

ロ

ヤ

ロ

リ

ヤ

へ

も

モ

し

し

め

も

も

ら

も

も

や

つ

へ

も

も

ぬ

あ

セ

も

も

も

も

も

　

ロ

へ

輓
近
欧
州

に
於
け
る
、
肚
會
的
纏
濟
的
大
受
化
は
何
れ
も
、
群
衆
を
通
じ
叉
世
界
を
通
じ
、
荷
一
も
實
際
個
性
を

た

り

セ

リ

も

へ

も

も

も

ヘ

ヘ

マ

ら

ヘ

ト

リ

へ

ゑ

ヤ

も

た

ロ

ぬ

あ

も

も

で

　

ヘ

ヤ

ヘ

マ

や

ヘ

ヤ

ロ

し

ヒ

や

備

ふ
る
者
た

ら
ば
、

そ
の
人
如

何

に
卑

賎

な
り
ざ
も

～
之

が
た

め
そ
の
進

路
を
清
む

る
こ
ε
に
貢
献
し
た
り
、
知

識

は
容
易

に
脩

め
得

べ
一

、
旅

行
は
安
全

に
し
て
低

廉

な
り
、
人

々
は
行

か
ん
ε
欲
す

る
庭

に
は
、
殆

ん
ご
残
ら

ス
グ

す
行

き
得

べ
く

、
職
業
選
繹

の
飴
地
可
な
り
大
な

り

、
各

人
は

そ
の
祀

先

に
比
し
、
勝
れ

て
活
躍

せ

る
頭
脳

、
敏

速

な

る
足
、
弱
味
尠

き
身
槻
を

備

へ
て
生

れ
、
叉
卓
・越

せ

る
諸

方
を
、
利
用
す

る
の
仕

方
を

、

=
贋
夥

し
く
附
與

さ
れ

つ

、
、
生

る
ざ
謂
は

れ
得

べ
し
、
卓
越

の
地

位

に
登

る
の
道
は

】
暦
夥

し
、
そ

の
道

に
通
す

る
細
道

は
、
何

れ
の
茅

屋

に
も

っ
け
ら

る
、
賎

し
き
生

れ

の
干
た

る
も
、
俊
秀

な
ら

ん
か
、
.
を
母
叶.
し∩
叶①喜

Φ諺
o
昌

又
は

閏
自
轟
亀

.

個
人
♂
圃
膿
ε
の
關
係

第̀
十
六
巻

(第
一
號

四
七
)

「四
七

a,cf.BlaclcmarandGillin,OvtliocsofSociology .p.So.
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げ

個
人
♂
團
農
ζ
の
關
係

第
十
⊥ハ巻

(第

一號

四
八
)

四
八

、

聖

の
如

き
、
知

名

の

一
個
入

た
ら

ん
ε
の
、
大
望

を
懐

き
得

べ
し
、

}・ω
』
≡

は
そ

の
著
「
自
由

論
」
中

、
男
爵

≦

・ぎ
コ

寓
・
日
σ
。
一癖

の
吉

を
採

用

し
て
吉

へ
り
、
「
自
由

ε
就
職
す

べ
き
地

位
様

々
あ
る

こ
ご

、
は
、

之
が
競

合

　

ヤ

う

も

に
よ
b
、
個
人
的
勇
氣
及

千
差
的
殊

異
を
、
生

む
の

二
要

件
な
り
」
.ε
、
さ
れ
ご
又
進

み
て
考

ふ

る
に
、
實
際

的

、

、

、

、

、

、

、

臥

、

、

、

、

、

、

、

㌧

,

、

、

、

、

、

、

魎

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

自
由
は
法
律
的
耐
食
的
検
束
の
、
撤
去
以
上
に
多
く
の
こ
ε
を
含
意
す
、
人
力
に
加

へ
ら
る

、
制
限
は
、
何
れ
も

ウ

ゆ

へ

も
　

ぬ

ヤ

へ

わ

ぼ

ロ

ヤ

リ

も

　

も

も

積
極
的
自
由

を
短
縮
す

べ
き

一
事
由

な
り
、

}
人

に

ε
b
旅
程
長

き
に
過

ぎ
、
又
入
費
高

き
に
過

ぐ

ε
せ
ん
か
、

鹿
児
島

よ
り
京

都

に
行

き
、
京
都

よ
り
民
顯

に
行
く

は
自

由
な
ら
す

、
京
都

帝
国
大
學

あ
る
も
之

に
學

ぶ
の
資

力

な

く
ん
ば

、
事
實

上
大
智
を
延
ば
す

の
自
由
な

し
、

現
今

職
業
、
仕
事

ε
、
思
考

の
諸
疽

ε
は
繁
多

な

る

に

よ

り

、
地

位
の
様

々
な

る
こ
ε
て
ふ
、
要
件
を
授
く

、

又
借

義
上

の
自
由

は
、
封
建
的

、
都
市
的

、
及

宗
激
的
無

資

格

を
、
撤

去
す

る
こ

ξ
に
よ
り
惹

起

さ
れ
だ
り
、

さ
れ
ご
貧
者

に
實
際

自
由

を
授
く

る
も
の
は
、
報
告

及
旅
行

の

、便

ご
、
書
籍

.
新

聞
、
及
地
位
を
、
手

に
入
れ
易

き

こ

ε
、
に
あ
り

、
索

よ
b
資
本

家
本

位
主
義

の
、

現
経
済
秩

序

の
下

に
み
り

て
は

、
勢
働
者

の
子
弟

ε
し
て
生

れ

た

る
限
り
、
身
心

の
諸
能

力
暢

達

の
可
能
を

、
抑

塞
せ
ら

る

、
こ
ε
、
再

び
多

き

に
至
れ
り

ε
す

べ
き
も
の
あ
ら

ん
、
從
ひ

て
新

カ

ン
ト
涙

の
英
国
哲
學
者

↓
ぎ
日
田

霞
≡

9
。
8

か
、

一
八
八

一
年

の
小
冊
子
中

、
自
由

に

つ
き

「
一
層
高
荷
な

る
意
義

の
自
由

、
即

ち
人

々
が
自

己
の
最

上
を
露
す

の
力
」

て

ふ
、
新

鮮
繹
を
下

し
、

英

国

の
思
想
界
を

し

て
、

從
來

の
思
想

に
反

し
、

國
家

の
制
限
を

加

ふ
る
こ
己
に

よ
り
、
事
賢
士

の
自
由

を
板
張

し
得

べ

き

こ

ご

を
、

一
般

に
承
認

せ

し

む

る

に

至

れ

る

も



か

、
る
事
情

に
よ

る
も

の
な
り

ε
錐
も

、
之
が
た

め

に
前
述

の
論
旨

は
、
根

替

よ

り
顛
覆

せ

ら

る

、

こ

ε

な

し
o

つ

う

　

り

　

も

マ

ヤ

も

も

從
ひ
て
現
代
に
あ
り
て
は
、
世
界
市
場
に
於
け
る
個
性

の
貯

へ
に
、
著
し
き
増
加
あ
り
、
極

め
て
正
當
に
説
か

れ
た
り
、
十
萬
人
に
て
は
、
千
萬
人
ε
同
様
に
多
撒

の
精
力
家
を
、
出
す
能
は
す
ε
、
加
之
個
性
を
獲
揮
せ
し
む

や

ち

も

も

ゐ

コ

る
の
、
範
園
廣
き
は
、
決
し
て
實
業
界

に
限
ら
れ
す
、
即
ち
思
想
の
世
界

に
於
て
も
、
殆
ん
ご
同
様
に
そ
の
範
園

宏
大
な
り
、
各
人
は

一
切
の
重
要
題
目
に

つ
き
、
自
己
の
た
め
そ
の

一6
を
決
定
し
、
そ
の
意
見
を
公
表
す

る
に

っ

き
、
享
有
す
乃
便
易
は
甚

だ
大
な
り
、
サ
ン
ガ
ー
夫
人
の
著
書
を
讀
む
も
、
萬
葉
集
を
讀
む
も
自
由
な
り
、
東
京

雛
南
阪
激
會
の
日
曜
詭
激
を
聞
く
も
、
京
都
東
本
願
寺
の
報
恩
講
…に
参
列
す

る
も
自
由
な
り
、
現
時
に
於
け
る
右

個
性
の
範
囲
蟹
大
観
は
、

ミ
ル
の

一
観
想
ε
全
く
両
立
し
得

べ
し
、
そ
の
観
想

に
よ
れ
ば
、
過
ぎ
し
世
の
耐
會
欺
.

態
に
於
て
、
特
色

ご
な
れ
る
も
の
、

「
俗
衆
に
極
度

の
貧
困
及
無
力
あ
り
、
少
藪
個
人

に
極
大
な
み
重
味
、
及
制

　

す

べ
か
ら

ざ
る
力
あ
り
」

し
ε
、
す

べ
き
黙

に
存

す

ε
せ
り
。

疑

も
な

く
欧
洲

の
大
部

分
を
掩

ひ
う
貴
族

は
.
一
部

の
専

有
勢
力

ε
、
自
然

の
情

を
充

た
し
、

一
身

の
禮
力
及

能

ヒ

あ

へ

し

も

も

も

カ

も

ロ

ロ

も

し

も

　

も

り

も

も

リ

や

し

力
を
、
顯
は

に
す

る

の
方
便

ε
を
失

へ
b

、
さ
れ
こ

か

、
る
官
由
範

園
、
否
寧

ろ
放
逸

の
範
園

は
、
個
性

の
力

に

よ

ヤ

も

も

り

　

ゆ

も

や

も

も

る
よ
り
も

、
仕
來

り
の
力

に
よ

る
も

の
た
b
き

.
好

し
此

事
實
を

指
摘

せ
ざ
る

こ
ε

、
し
て
も
、
術

昔
時

に
於

て

貴
族

の
身

さ

へ
、
そ

の
時
代

に
望

み
を

か
け
し
諸
機

會
は

、
比
較

的

に
勘

か
め

き
、

そ
の
諸

私
情

を
充

た
す

に

つ

個
人
ε
團
禮
ピ
の
關
係

第
十
六
巻

(第
一
號

四
九
)

四
九
.
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個
人
ミ
團
禮
ε
の
關
係
.

第
十
六
巻

(第
一
號

五
〇
)

五
〇

き
て
は

、
虞

ら
一
は
平

野

を
駆

る
が
如

き
、

一
纏
歴

を
塗

り
得
π

り
し
な
ち

ん
、
さ
れ
こ

そ
の
諸
才
幹

を
施

し

、

ク

デ

又
修
業

す

べ
き
途

に

っ
き
て
は
、
選
埋
　の
飴
地
極

め

て
輕
微

塗
り

き
、
彼
は

一
の
公
卿

、

一
風
流
騎
士

、
激
曾

の

一
高
層

乾
る
を

、
得
た
b

し
な
ら

ん
、
或

は
久
狭
量

な
る
暴

君
、

一
冒
険
者

、

一
道

樂
家
π

り
得

た

り

し

な

ら
へ

ん
、
さ
れ
ご
彼
は
蓬
成

せ

る

】
學

者
、

一
曲吋
人
、

一
史
家
、
所
領
地

の

一
改

頁
家
た
り
得

ざ
り
き
、
要
す

る
に
俗

コ

リ

カ

ヘ

セ

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

マ

し

カ

ら

し

し

も

ミ

も

も

モ

へ

も

も

リ

ヘ

ヨ

ヘ

へ

も

モ

ヤ

へ

も

や

ち

い

も

モ

ロ

サ

衆

は
何
等
そ
の
濁
創
を
、
示
す
の
飴
地

を
有
せ
ず
、貴
族
及
地
方
紳
士
は
之
を
宿
せ
し
も
、
そ
は
軽
微
に
過
ぎ
す
、

あ

も

ヘ

ヘ

ヤ

た

み

ヵ
　

へ

っ

ぬ

リ

カ

つ

し

　

り

も

も

ヤ

ゐ

う

も

し

も

ヤ

セ

ヘ

ヘ

セ

ロ

ヘ

セ

マ

も

エ

ヘ

コ

貴

族
叉
は
紳
士
は
内
庫

に
そ

の
門
地
及
肚
會

上
の
地

位

に
よ
b

、
そ

の
性

格
を
養
ひ

つ

、
、

そ
の
仕
事

、
趣
味

、

へ

も

も

マ

し

ヘ

ヘ

ヘ

ヤ

エ

を

も

ミ

も

も

も

も

ヤ

も

し

リ

カ

も

ヵ

も

へ

敷
育

、
及

意
見

に
於

て
は

、
互

に
そ
の
趣

を
同
じ
う

せ

る
も
の
多

か
り

き
、

さ
れ
ば
高
橋

子
爵

、
加
藤

子
爵

、
犬

養
木
堂

子

に
し

て
、
假

り

に
第
十

二
世
紀

に
生
れ
た

り
ε

せ
ん
か
、

そ

の
装

へ
る
甲
胄

の
大

さ
、
振

へ
る
大
刀

の

切
れ
味

に
於

て
、
今

日

ε
大

に
そ

の
趣

を
、
異

に
せ

る
な

ら

ん
。

政
治

及
武
人

の
統
帥

か
、
俗

人

ご
し
て
當
り
得

べ
き
、
唯

一
の
顕
職

た
り
、
君
主

は
そ
の
生
れ
乍

ら

の
.地

位

、

、

、

、

、

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

上
、
両

者

の
元
首

た
り
し
常
時
、
偶

々
そ

の
君
主

に

し
て
、
英
邁

の
資

に
富

め

る
こ
ご
あ
り

巴
せ

ん
か
、

そ
の
才

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

℃

、

、

、

、

、

、

、

、

.

.
、

坤

、

、

、

、

、

氣

を
獲
揮
す

る

の
飴
地

は
、
今
日

何
人
も
天
子

さ

へ
も
、
有
し
得

ざ

る
が
如

き
程
度

に
及

べ
り
.

か
く

て
蓋
世

の

ヤ

カ

へ

も

マ

ゆ

へ

一
大
個
人

は
、
練
成

せ
ら

れ
た
り
、

ざ
れ
ご
世

に
輝

け
る
者

は
、
殆

ん
ご
彼

一
人

の
み
た
り

、
そ

の
こ
ξ
た
る
不

列
顛

に
於
け

る
、
錯
遜
入
到
来

よ
り
、

罰
α
蓄

乙

一
一一・
の
登
極

に
到
る
迄
、
約

九
世

紀
を

通
じ
、
英
国
史

上
に
於

て
最
も

顯
著

な
る
人
名

は
、
》
年
①
鼻

≦
}∈
臼
日

爵
①
∩
8
ρ
・o
§

¶
〉
昌
。。巴
B
■
潤
2
裏

目
・
浮

。冨
[・
即
。
覗
三

訂
8
ロ
..

、

■



及

国
匹
壽

乙

H.
換
言
す

れ
ば
四
王
、

二
便
、
及

一
.哲

學

者

に
、
過

ぎ
ざ

る
の
事
貴

に
よ
り
て
も
、
判

定

し
得

ベ

ロ

ヤ

ヤ

も

カ

リ

へ

ゆ

や

あ

も

ヘ

ヘ

ミ

し

も

た

　

し

や

ヤ

へ

　

も

も

い

い

い

ロ

ぼ

カ

う

セ

も

へ

た

し

し
、
第
十
九
世
紀
以
東
、
新

し
さ
諸
學
藝
術
、
學
問
技
藝
の
新
方
向
、
互
人
な
る
冨
及
勢
力

へ
の
新
路
は
、
移
し

あ

ヤ

へ

あ

も

コ

の

も

も

　

リ

マ

も

も

り

も

し

ら

も

ヘ

ロ

へ

　

も

も

ヘ

ヘ

ヘ

カ

も

し

や

も

り

や

く
開
成

せ
.ら

れ
、

か
く

て
そ

の
何
れ
も
幾
多

の
個
人

に
、
群
を
抜

け
る

↓
地

位
を
與

へ
つ
、
あ
り
。

何

れ

の
國
何

れ
の
世

に

て
も
、

}
部

の
人

は
特
殊

の
目
的

に
通
す

る
の
才
幹
を
、
普
通

以
上

に
備

へ
、
叉
少

敷
者

ヘ

ヤ

ヤ

も

も

リ

サ

も

ら

り

し

も

や

も

り

ヵ

へ

は
非

凡

の
天
才
、
又

は
人
格

の
力
を
備

へ
て
、
生

れ
出

づ

べ
く
、
交

明

に
進

む
も

か

、
る
降
誕

を
、
遮

ぎ
る
の
傾

も

ち

や

ロ

た

も

り

も

も

カ

ヘ

ヘ

や

あ

へ

お

へ

り

も

も

ね

も

へ

も

ひ

あ

や

　

へ

も

も

た

ヤ

へ

向

は
、
全
く
有

し
得

べ
き

に
非
宇

、
交

明
は
寧

ろ
之

を
顯

は
な
ら

し
む

る
の
、
各
傾
向
を

有
す

、
昔
時
登
龍

の
門

は
尠

く

し
て
、
少
敵
者

の
み
に
開
か
れ
し
む
、
多
数

人

に
ε
り

て
は
、

】
つ
も
存

せ
ず

、
又
は
殆

ん
ご
存

せ
ざ
り

き
、
然

る
に
今
日
優
秀
叉
奇
抜

な

る
才

器
は
、
無
数

の
事

項

に

つ
き
、

全
人

口
内

よ
b
湧

き
出

で
得

べ
し
。

も

や

カ

へ

を

へ

も

い

あ

も

ぼ

セ

も

も

も

コ

も

カ

も

も

も

み

も

ろ

も

モ

も

へ

し

り

し

し

ヘ

へ

.

然
b

ε
錐

も
「
地

位

の
様

々
な

る
こ
ご
」
は

、
・
一
義

に
よ

れ
ば

そ

の
昔

あ
り

し
ょ
り
も
、
今
は
劣

れ
る
に
似
た
り
、

客
三

は
自
由

論
中
言

へ
り

、
「
異

れ
る
諸
階

級
及
個
人
を
園

続
し
、

そ

の
性
格

を
象

乃

べ
き
諸

事
情

は
、
日

々
に

益

々
同

一
化

さ
れ

つ
＼
ゆ
り

音
詩

は
異
れ

る
貴
賎

階
級
、
異

れ
る
隣

里
、
異
れ

る
商
賈

及
職

業

に
よ
り

、
各
別

に
別
世
界

ご
呼

ば
れ
得

べ
き
、
住

み
方
を

な
せ
b
、
現
今
は
著

し
き
程

度

に
よ
り

.
同
じ
住

み
方
な
り

、
今

日
残

存

せ
る
地
位
別

も
、
多

大
な

り
`
難

も
、
表

せ
行

者
た

る
萬
差

に
照

せ
ば
、
物

の
敷

な
ら

す
」
ε
.。

も

や

セ

み

し

し

へ

る

マ

ヘ

ガ

も

も

も

　

ヤ

も

い

ロ

ヤ

も

ヤ

マ

も

も

ら
　

ヘ

ヤ

眞

理

ε
す

べ
き
所

に
よ

る
に
、
人
爲
的

に
地

位

の
様

々
な
り
し
も

の
、
今
や
a
然
的
な

る
も
の

に
代
b
、

因
襲

し

、

-

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

や

、

b

、

、

、

、

s

、

、

、

、
.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

的
地
方
的
相
違

陀
り
し
も

の

個
人
的

相
違

に
代
り

た
り

從

ひ

て
身

に
備
は
れ

る
能
力

、
精

力
、
特
殊

の
天
才

個
人
ミ
團
艦
ミ
ゆ
關
係

`

第
+
六
巻

(第

一號

五
一
)

五
】

..一..一...一一一一 一.



個
人
ξ
園
髄

ピ
の
關
係

第
十
六
巻

(
第

一
號

五
二
)

五
二

う

コ

も

し

も

ヤ

も

コ

　

り

リ

ロ

も

も

ロ

カ

も

及
趣
味
は
、
年
々
金
々
有
利
の
境
遇
に
.
お
か
る
ε
す

べ
き
に
似
π
り
、
生
活
及
性
格
の
国
民
的
相
違

、
漸
…吹
矢

は
れ
行
く
結
果
、
今
の
所
は
爾
望
み
兼
鳳
る
も
、
結
局
個
人
的
性
向
及
力
が
、
傳
脅
的
地
方
的
諸
制
限
以
上

に
、

サ

ト

そ
の
凱

歌
を
揚
ぐ
る
こ
ご
立
調

さ
れ
ん
ε
、
.極
言
す
る
も
差
支
な
か
ら
ん
、
各
里
邑
が
そ

の
里
訛
を
有
し
、
各
商

賈
が
.そ
れ
自
髄

の
掟
及
行
政
を
有
し
、
各
階
級
が
そ
れ
自

慌
の
特
殊
服
装
を
宿
せ
る
當
時
は
、
群
衆

の
問
に
見
分

け
易
ぎ
、
匠
別
多
か
り
し
も
、
そ
は
今
日
拭
き
去
ら
れ
た
り
、
而
し
て
そ
の
匠
別
は
、
個
人
自
由
に
封
ず

る
、
幾

も

も

も

い

も

ゐ

コ

も

も

あ

マ

も

う

セ

ヤ

ミ

多

の
積
極

的
制
限

ε
な
り

、
.
そ

の
他
多

く

の
事
柄

の
符

牒

ε
な

れ
り
、
諸
団
員

に
よ
り

欧
洲
氏
族

に
、
與

へ
ら
れ

、

層

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

℃

、

,

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
.

、

、

、

、

、

し
激
育

は
、

そ
の
主
要

な

る
諸
政
頁
方
便

の

[.
つ
な

り

き
、
さ
れ
こ
そ
は
排
斥

に
よ
り
て
然
ら
す

、
包
容

に
よ
り

ち

つ

も

あ

て
撚

り

き
、
人

々
相

互

の
問

を

.
外

人

ε
し
て
引

分

く

る
こ
ε
に
よ
b

て
然
ら
す
、
公
民

仲
間

ε
し
て
人

々
を
、

結
合

せ

し
む

る
こ
ε
に
よ
り
て
撚
り

き
、
愛

国
心

の
貴

重

な
る
畑
を
、
友
誼
及

同
情

の
た

め
に
割

き
、

日
常

思
想

の
大
題
目
を

、
各
人

に
吹
込
む

こ
ご
に
よ
b
撚

り
き
。

曾

て
世
界

に
繰
返

さ
れ
、
今
宵
繰
返

し

つ

・
あ

る
機
械
的
獲
達

、
諸

国

の
密
實
な

る
接

近
、

そ
の
容
易
な

る
修

交
、
.及
民
衆
本
位

の
政
治

は
、
直
接

の
大
危
険

を
、
件

は

ざ
り

し

ε
は
な

し
兼

頗
ε
難

も
、

別

に
叉

商

業

、

學

問
、
及
文
學

`
相
待

ち

て
、
.各

個
人

の
利
害

關
係
範

園

ご
、
生
活
及
住
所

選
繹
範

囲

ε
を
、
据

大
せ
し

め
た
り
、

ス
甲

論
乙
駁

の
意

見
は
様

々
あ

る
も
、
之
が
並
存

の
結

果
は
、
結
局
常

に
各

意
見

の
譲
歩

を
、
生
む

べ
き
こ

ξ
示

さ
れ
た

る
は

、
欧
洲

宗
激
史

11
一
よ
り
例

示

さ
る

、
が

如

し
、
人
或
は
究

極
同
化

へ
の
傾
向

、
輓

近

諸
國
民

の
間

に

9



伺

は
る

、
を
見
、

↓
面

○
ぴ
げ
o
β

に
よ
り
、

一
大
監

獄

ε
記
述

さ
れ
た

る
、
羅
馬

帝
国
を
想
起

し

つ

、
、
自
由
將

來

の
形
勢

に

つ
き
誤

解
を
懐

く
も
の
あ
ら
ん
、

さ
れ

ご
現

今
諸
文

明
國
問

に
は
、
生
活
同

】
化

の
傾
向

あ

る
も
、

一
面

従
前
の
如
く
否
従
前

以
上

に
h
諸

国
を

分
立
せ

し
め

ん
ε
す

る
の
、
傾
向

も
存
す

る
の
み
な
ら
す

、

へ本
誌
第

+
三
巻
所
載
拙
積

進
歩
寸、退
歩
」参
照
)
假
り

に

一
歩

を
譲

り

、

一
大
國
生

れ
得

べ
き
も
の

ε
す

る
も
、

そ
の

一
大
國

は
そ

の
公
氏
全
艦

の
た

め
、
自
由

な

る

一
國

た
り
得

べ
き

こ
ε
あ

る
は
、
不
列
顛
帝
国

の
状
況
之
を

立
謹
す

.
第
十
九

世
紀
中

君
主

制
政
治

を
、
布
け

る
常
時

に
於

て
さ

へ
も
、
同
国
が
多

藪

の
小
専

制
國

に
、

分
た

れ
し

當

時

に

比

し
、
住
民

の
大
多

敷
は

、
實
際

自
由

を
有
す

る
こ
ε

.
遙

か
に
多

か
り
き
、
小
専

制
國

の
常
時

、
弱
者

は
常

に
強

者

の
、
.掌

裡

に
左

右

せ
ら

れ
、
貧
者

は
富
者

の
干
氣

な

る
掠

奪

に
遇

ひ
、
淪
落
、
無
知

、
及
迷
信

は
、
藪
百
萬
人

が
代

々
受
繊

ぐ

べ
き
遠
離
た
り

、
而

し

て
知
識

及
凋

立
思
想

は
、
焚

殺

へ
の
族
雰

π
り
き

、
而

し
て
叉
佛

國
は
近

時

君
主
制

の
下
、
年

々
中
央

集
権
的
専

制
政
治

、
及
徴

兵

の
軍

隊
加
味

せ
る
、
英

国
事
情

に
接

近

し

つ

、
あ
b
し

が
如
く
、
英

國
は
衆

議
院
、
.自
由
出
版

、
又

説
か
れ

得

べ
き
が
如
く
義
勇

兵

の

一
国
茂
を

加
味

し

つ
》
、
同

じ
歩

調

に
て
佛

國
事
情

に
近
寄

り

っ

、
あ
り

き
、
義
勇

兵

の

一
国
民

ξ
吉

へ
る
は
、
任
意
主
義

英
國

生
活

の
各

部

に
、

漲

れ
ば

な
り
。

〉
計
目

し∩
量
チ

は

一
脛

濟
學
着
な
り

し
ε
難

も
、

之
を
見

せ
し

め
な
ば

、
悦

べ
る
な
ら

ん
ご
想

は

る

、

一
結

果

は
、
諸
國
接
近

の
た

め
に
起
れ

り
、

Q∩
ヨ
詳
げ

は
言

へ
り
、
「
野
聖

な
る
猟
畏

敬
民

の
祉
會

に
あ
り

て
は
、
各
人
は

個
人
ピ
團
禮
こ
の
關
孫

弟
十
六
巻

(第
一
號

五
三
)

五
三

cf、Smith,WealtbofNations,bk.v.C.1

q



個
人
ε
圃
賠
Ψ
」の
關
係

第
十
山八握

(第

一號

五
四
)

五
四

】
の
武
士

た
b
、
而
し

て
各
人
は

叉
幾

分

か

一
政

治

家
た
り
L

ご
、

さ
れ
ご

文
民
は
思
惟

し
た
り
、
分
業

の
た

め

俗
衆

の
勤
勉

を
、
機
械
的

叉
坐
業
的

仕
事

に
、
限

る

こ
ご

＼
な

れ

る
に
よ
り
、
」
,寛
潤
南
街

な

る
感
情

は

、
何

た

る
を
問

は
す

之
を
懐

く
を

得
す
、
國

の
大

利
害

に

つ
き
、
何
等

の
割

勘
を
下

し
得

ざ

る
に
至
ら

し
め
、
ヌ

そ
の

36

の
勇
氣
を
も

、
そ

の
身
艦

の
活
動
を

も
、
阻

喪
せ
し

む
」

る
の
傾
向
あ

り
ε
、
然

b

ε
雌
も
、
群
内

の
各

個
人

に

活
魚
を
帯

は
し
む

べ
き
、

公
共
精

神
よ
り

せ
ん
か
、

一
の
猟
民
族

叉
は
、

遊
牧

民
は

、

之
を
武
L工
及
政
治

家

の

一
肚
會

に
比
す

る
よ
b
も
、

水
牛

の

一
群
叉
は
狼

の

一
團

に
、

比
較
す

る
方
、

虞
ら

く
は

一
層
適
切

な
ら

ん
、

し

ヵ

も

も

も

や

ゆ

も

や

ヤ

　

へ

も

や

し

マ

ね

や

も

ヘ

ロ

セ

へ

も

も

ヤ

ヘ

ヘ

ヤ

　

ヘ

カ

へ

も

へ

さ
れ
ご
工
業
昌
ん
な
る
、
英
国
肚
會
の
構
造
及
時
呪
は
、
事
實
上

コ
各
人
を
し
て
、

幾

分
か

一
政
治
家
た
ら
し

、

、

・

、

、

、

、

、

・

、

■

、

、

γ

、

、

、

、

、
.

、

、

、

、

、

、

、

、

、

●

、

、

、

、

、

、

、

・

、

、

、

.

め
、
叉
そ

の
必
要

あ
ら
ば

、
「
各
人
を

し

て

一
の
武
士

」
た
ら

し

め
し
傾
向

あ
b
、
而
し

て

こ
は
古
代

の
共

和
国

に

も

も

も

も

も

や

ヒ

も

カ

し

　

も

エ

コ

ヘ

ヤ

へ

も

へ

も

ち

ヵ

ヤ

も

も

ロ

い

し

　

も

や

や

や

し

も

ら

ヘ

ヘ

へ

も

於
け
る
が
如
く
、
国
家
の
干
渉
及
強
制
に
よ
b
て
起
ら
す
、
個
人
的
公
民
の
熟
慮
せ
る
選
揮
、
及
任
意
行
動
に
よ

へ

も

も

も

り

起

れ

り

。

三

以
上
詳
論
せ
乃
所
は
、
英
国
事
情

に
關
す

る
も
の
勘
か
ら
す

ε
錐
も
、
諸
国
攣
邉
の
大
勢

ご
し
て
之
を
説
か
し

む
る
も
妨
げ
す
、
而
し
て
吾
人
が
夙

に
義
務
観
念
、
責
任
観
念
又
は
自
制
を
件

へ
る
、
自
由
、
自
主
自
獲
を
唱
ふ

る
は
、
右
の
大
勢

に
順
慮
す
る
の
、
途
な
り
ε
考
ふ
れ
ば
な
り
、
而
し
て
そ
は
温
健
な
る
意
義

の
一
個
入
ま
義
な

`



引

.

b

、
個
人
主
義

て
ふ
語

に

つ
き
て
は
、
不
幸

に
も
屡

々
固
陋

な

る
人
が

、
極

め
て
暗

愚
な

る
が
た

め
に
、

そ
の
我

儘

を
通
す

二
ε
を
、
意
味

せ
し
む

る

こ
ε

に
使

ひ
慣

ら

さ
れ
た
b

、
そ

の
形
式

の
個
入
主
義

は
、
騾
馬

さ

へ
も

之

を

有
す

、

さ
れ
こ
そ

の
語

の

一
層
臭

質
な

る
意
義

に

よ
れ
ば
、
人

が
最
早
群

衆

に
よ
り

て
も
、

↓
貴

人
叉
は
勢

力

あ

る

一
階
級

の
、
威
勢

に
よ
b
て
も
、
動

か
ざ
れ
ざ

る

こ
ご
を
意

味

し
、

そ
の
人
が
最
早

そ
の
自
然
的

環
境

の
、

ず

創

造
物

だ
ら
す

、

そ
の
.心
は
寧

ろ

一
層
大
な

る
思
想

界

に
於

て
、

そ
れ
宵
身

の
た

め
に

　
家
を

立

て
、
.そ
の
諸
情

熱

を
し

て
、
そ
の
博
識

な

る
智

能

の
摺
導

を
受
け

し

め
、
か
く

て
意
識
的

に

一
定
目

的

に
向

ひ

て
、
行
動
す

る

こ

も

へ

も

も

コ

ミ

ヘ

ヵ

も

も

ロ

も

セ

も

も

コ

ヤ

ヵ

ね

ヘ

ヵ

も

も
　

あ

も

う

う

も

も

ら

マ

も

も

も

ご
を
意
味
す
、
此
形
式
の
個
性
蛮
展
は
、
眞
實
な
る
砒
會
獲
展
の
た
め
に
肝
要
な
b
、
肚
曾
秩
序
を
理
解
し
、
又

も

ヘ

へ

も

つ

ヤ

モ

も

り

　

カ

い

っ

ち

ら

み

し

も

ヤ

へ

を

ヤ

へ

も

へ

も

つ

も

ロ

へ
　

ヨ

ロ

　

ロ

ヤ

ヤ

マ

ヵ

も

ヤ

之
を
是

ご
す

る
人

は
、
そ

の
肚
會

秩
序

を
最

も
よ
く

支
持

せ

ん
、
素

よ
り

一
肚
會
が

そ
の
精

神
上
良
主
射

た
り

、

も

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヒ

も

へ

し

カ

ヤ

も

も

み

コ

へ

も

へ

も

ち

も

ね

ら

ロ

セ

も

コ

も

　

ヘ

リ

ミ

う

あ

へ

も

も

も

へ

そ

の
組

成
君
π

る
個
人
は

、

【
般

に
賢

明
な

り
ご
す

る
も
、
そ

の
輿
論

は
少

数

の
指

導
的
人
心

に
よ
り

、
幾

分

か

ヤ

ヤ

カ

ヤ

へ

形

放

せ
ら

る
、
昔

時
は
農

村

の
思
想
を
左

右

せ
る
者

、
僧
侶

、
長

老
、
轡
師
等

た
b

し
も

、
今
や
必
ず

し
も
然

ら

す

、
多

く

の
地

方

に
あ
り

て
は

、
是
等

の
人

々
は
實

業

家

に
よ
b
凌

か
れ
し
も
、
之

に
よ
り
必
ず

し
も
改
頁

の
實

を

、
擧
げ
得

た
り

・こ
す

る
を
得
す
、
規
摸

割
合

に
宏
大

な

る
輿

論
は

、公

會
及
出
版
物

に
よ
り
組
成

せ
ら

る
る
も
、
是

等

の
も

の
は
思
慮
あ

る
少
数
者

に
よ
り
揃

導

せ
ら

れ

、
怜
悧

な
る
少
轍
者

に
よ
b
立

策
せ
ら

る
、
英
雄

崇
拝
及

理

想
主
義

に
封
ず

る
、

反
動

も
昌
ん
な

る
現
代

に
あ
り

て
は
、
普
通
人

の
信
條

は
、
或
は
思
慮

あ

る
人

の
勢
力
を

、拒

む

の
傾
向

に
梳

る

べ
き
も

、
虞
ら

く
は
吾
人
は
夫
等

の
人

々
の
、
肚
會

的
影
響

を
、
輕
現

し
過

ぐ

る
の
嫌

あ
り

ざ

個
八
こ
圏
盤
ミ
の
關
係

第
十
六
巻

(第

一
競

五
五
)

五
五

一



㊤

個
人
ご
團
禮
ミ
の
關
係

第
十
⊥ハ巻

(第

一號

五
六
)

五
六

す

る
を
得

ん
。
.
尤
も
輓

近
文

明

の
傾
向

に
、
翻
す

る

】
観

想

ε
し
て
、
力
は
益

々
個
人

よ
り
、
群
衆

に
移
り

、
群

衆

の
重
味

は
絶

え
ず

増
大

し
、
個
人
の
重
味
は
絶

え
ず
減

少
す

ε
、
観

す

る
は
そ
の

一
面

観
な
り

、
肚
會

の

一
大

先
畳

ε

し
て
、
叉
多
方
面

に
大

影
響
を
及
ぼ
す

の
事
蹟
を

、
塞
・ぐ

る

こ

ご

は
確

か
に
、
困
難
な

る
に
至
れ

り
ε

は
説

い
て
差

支
な

か
ら

ん
、
さ
れ
ざ
肚

會

が
そ
の
力

を

加

ふ
る
の
極

、
個
人

の
存

在
を
滅
却

し
、
個
性

も
之
を
施

す

の
餓
地

な

き
に
、
至
る
の
日
あ
ら
ん

ε
は
想
像

さ

れ
ず

、
又

か

＼
る
状
態

を
そ

の
理
想

ε
し
て
、
肚

會

の
革
新

ロ

う

も

し

へ

ら

ゐ

も

モ

も

を
叫

ぶ

べ
き
も

の
に
非
す

ご
考

ふ
、
比

熱

に

つ
き

一
層
温
健

な
る
立
場

ご
す

べ
き
は

、
第

二
十
世
紀

の
理
想

を
以

う

し

ム

い

　

も

へ

も

　

モ

カ

モ

ヤ

も

ヤ

リ

も

へ

も

り

ヘ

へ

ぬ

あ

ヘ

ヤ

ヤ

ミ

も

て
、
砒

會
改
頁

に
あ
b
、
個
人

ご
し
て
.肚
會

的
貢
献

を
遂
ぐ

る
に
あ
b

ご
、
説
く
者

に
あ
り
、

そ
は

そ

の
同
胞

の

π

め
に
最
も

よ
く
貢
献

し
、
そ

の
真

正
な

る
利
益

に
寄
興
す

る
者

を
以

て
、
肚
會
中

に
於

て
最
も
偉
大

な
b

ξ
し

*

.

こ
の
輓

近
理
想
は
、
中
世
的
脱
俗

へ
の
対
立
な
b
、

そ
は
肚
曾
比

の
理
想
な

り
嘘

説
く
、
而

も
亦
吾
人

は
か

、
る

個
人
主
義

の
思
想
が
、
近
年

の
米
国

に
於
て
、
肚

會
奉

仕

肋
。
∩芭

鴇
「く
【8

の
名

に
於

て
、
昌

ん
に
唱

へ
ら

る

＼

も

や

も

も

も

も

も

ぬ

も

セ

た

コ

し

カ

へ

う

ロ

し

も

ロ

カ

マ

も

し

　

も

り

う

も

カ

セ

う

へ

　

ヤ

で

ら

を
見

、
之
を
以

て

一
は
拝
金
的

個
人
主

義

に
よ
る
、
愈
愈

統
制
力

の
蕨
唇

に
封
ず

る
、
.
】
反
動

ご
観
す

る
こ
ξ
、

カ

カ

ぬ

へ

で

た

ロ

カ

ヒ

し

へ

も

も

　

カ

へ

ぬ

も

ぬ

へ

　

ヘ

ヘ

へ

う

ヤ

コ

も

彼

の

罵
霞

Qn
葺
器
「
.及

盗
卑
N。。9
。

の
如
き
、、
極

端
な

る
個
人
主
義

者
濁
逸

に
生

れ
た

る
を
以

て
、

同
国

の
官

ら

も

リ

セ

ヘ

ヤ

ら

も

り

ヤ

　

る

へ

っ

カ

へ

し

ヤ

も

や

し

も

ゆ

も

マ

へ

も

う

ミ

し

も

ヤ

ヤ

ヤ

も

あ

も

も

へ

る

へ

権

強
大
な
り

し
、
反
動

ε
蜆
す

る
が
如
く
な

る

こ
ε

に
よ
り
、
そ

の
意
義
は
騎

に
落

つ
る
こ
ε
、

一
層

深

か
る

べ
し

ヘ

ヤ

ε
考
ふ

る
者

な
り

、
兎

に
角
肚
會

奉
仕

て
ふ
語
は

、

邦
人

ε
し
て
は
之
を
口
癖

の
流
行
物

だ
ら

し

め
す

・し
も
、
済

む

こ
ご
な

め
、

寧

ろ
藪

に
想
起

さ
る

べ
き

一
思
想

ε

し
て
、

久
し
く
大
多

数
都
入

の
精
神
を
支

配
せ

し
、

佛

激

・涛c「 ,Giddings、TbePrincip1じofSociology.・P・139・
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●

,

セ
ン

の
敏

へ
中

に
、

}
切
男
子
皆

是
父
、

一
切
女
人
皆

足

掛
、
如
何
未

レ報

こ前

世
恩

一、
却
生
こ
異
念

一成

二
怨
嫉
↓
常
須

ニ

マ

ヘ

へ

報
レ
恩
互
饒
盆

ス
心
地
親
縄
の
掲
碩
)
ご
せ
る
も

の
あ

る
こ

ε
は
注
意
す

べ
き
な
り
、
當
否

の
評

論
は
別

ざ
し
、
砒

會
奉

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

つ

む

ロ

も

へ

も

コ

も

も

も

ヵ

も

あ

も

ヘ

ヨ

ヘ

ヘ

カ

も

へ

う

り

ヘ

エ

リ

り

し

し

ヵ

ち

も

ち

ち

や

仕

を
義
務

ε
観
す

る
以
上
に
、
報
恩

ε
観

せ
し

め
ん

ざ
す

る
所

、
米
國
猫
立
宣
吉
書
中

の
生
存

権
主
張

に
照

し
、

何
れ

か
雄
大
な

b
ε
す

べ
き
、

之
ε
共

に
想

起
す

べ
き
他

の

一
事
は
、
本

邦
人

に

っ
き

○
・
目
。
揖
①

の
下
せ

る
評

論
な
り

↓
惟

へ
ら

く

「
個
人
以
.上

に
国
家
、

一
身

の
幸
幅

以
上

に
.公
共

の
輻
吐

、
自

我

の
犠
牲

及
肚
會

へ
の
献
身

・じ
い
ふ
が
如

き
、
偉

大
な

る
性
質
」
示

さ
る

、
こ
ご
、
世

界
史

上
現
在

の
日
本

に
於
け
る

が
如

く

、
強
大

な

る
は

な

し
、
「
武
士

道
は
奉

公
的
精

神

な
り
」
「
救
世

の
た

め

に
せ
ん
ε
せ

る
、
瀞
的
犠
牲
観
念

に
近

か
る

べ
き

一
精

稗
た

り
、

そ
の
身

を
殺
す

は
、
生
命
を
全

う
す

る
の
最
高

仕
方

な
り
、
世

に
容

れ
ら

れ
ざ

る
も

、
己

が
精
神

の
名
轡
及

、

*

'

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

魎

、

、

高
位
を

失
は
す
」

ε
、
吾
人

は
之
を
誇

る
ε
共

に
、
叉
之

を
失

は
ざ
ら

ん
こ
ε
を

.
期
す

る
の
責
任

あ
り

ご
す

べ

マ

あ

ヘ

ヘ

マ

き
に
非
す

や
、
大
楠

公

の
詠

ξ
隠

へ
ら

る

、
も

の
に

、
身

の
だ

め
に
、

君
を
思

ふ
は

二

一6

、

君
の
た

め
に
ぞ
、
身

へ

て

ヘ

へ

や

も

し

も

う

も

ぬ

り

ヤ

も

ヘ

セ

し

し

ら

へ

も

や

へ

も

カ

へ

さ

エ

を

ば

忘

れ

て

ご

歌

へ
る

あ

り

、

留

に

軍

律

に

強

ひ

ら

る

、
が

た

め

な

ら

す

、

高

度

克

く

君

の

た

め

、

國

の

た

め

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

覧

、

、

、

、

、

、

、

、

、

U

、

、

、

:

、

、

、

㌧

、

、

肚

會

の

た

め

に

身

を

忘

る

、
の

途

を

知

り

、

叉

之

を

行

ふ

の

個

性

は

、

恰

も

我

將

來

の
肚

會

が

、
.最

も

要

望

し

つ

つ

も

も

し

も

も

も

ら

っ
あ

る
所

に
非
す
や
り
莞

)

.

」

個

入
書
團
膿

ぐ」
の
湖
孫

弟
+
六
巻

(第
一
號

五
さ

五
士
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